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東南アジア地域研究情報資源の共有に関する国際ワークショップの開催について（通知） 

 

 京都大学東南アジア研究所は、本年度設立５０周年を迎えました。 

 節目となる本年度、本研究所図書室では「東南アジア地域研究情報資源の共有をめざして 

－ いま、ライブラリアンから伝えたいこと － 」と題する国際ワークショップを企画いた

しましたので、関係各位への周知展開にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

 告知サイト 

 http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp/databases/sealibdb/ws2015/ 

 

 日時：2016 年 2月 19 日（金）10:30 - 17:00 

 場所：京都大学 稲盛財団記念館 大会議室 

 主催：京都大学東南アジア研究所 

 後援：京都大学図書館機構 

 

 本ワークショップでは、機関や国を超えて内外地域研究拠点のライブラリアンと地域研究者

が参加し、東南アジアの逐次刊行物を主とする地域研究資源情報の共有化システム構築を目指

して、情報の共有と連携可能性を検討し、ライブラリアンの側から地域研究の場に対して現状に

ついての警鐘を鳴らすとともに、将来への提言を行います。 

 午前中のセッション１では、国内外の東南アジア研究拠点の研究者・ライブラリアンが、それ

ぞれの機関における多言語書誌目録の現状について報告を行います。午後からのセッション２

では、地域研究情報資源が、現在どのような問題に直面しているのか、その共同利用・共同保存

にむけた途はいかにあるべきか、について、地域研究者とライブラリアンによる研究の成果報告

をもとに検討します。 

 本ワークショップ開催に合わせて、東南アジア各国から図書館員・図書館情報学研究者の方々

が来日します。また、国内各機関から図書館員・図書館情報学研究者ほかが参加します。多言語

データベース、シェアードプリント、デジタル化著作権処理、マイクロ資料保存等々さまざまな

話題が飛び交いますので、国内外の図書館間交流・情報交換の絶好の機会になるかと存じます。 

 ワークショップは参加自由（配布資料 100 部を用意）です。また、閉会後に、カクテルパーテ

ィ形式で交流会を予定しております。 

 

 交流会 17:30～18:30 稲盛会館中会議室 （会費 1000 円） 

 

 皆様方におかれましては、ご関心・ご都合にあわせて、ご参加をお待ちしております。 








